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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

 本博士論文は、戦後日本最大の贈収賄事件とされるリクルート事件を題材に、日本の二

大マスコミ、朝日新聞と読売新聞の報道を両者のアジェンダ・セッティング(課題設定)能

力に着目して分析したメディア研究である。 

 リクルート事件そのものについても定説が存在せず、当該期のマスコミに対する評価も

分かれるなか、本研究では、マスコミが有する議題設定機能、誘発機能、フレーミング機

能をアジェンダ・セッティング研究に統一して、定性的・定量的に分析している。 

本論文では、リクルート事件前における新聞報道を分析し、同事件に対する報道姿勢に

見られる先入観を明らかにしつつ、「楢崎事件」と「藤波孝生起訴」の二事例に着目しつ

つ、読売新聞の報道を朝日新聞と比較する形で、アジェンダ・セッティングパワーとして

の両新聞を分析し、新聞報道がリクルート事件の進展に与えた影響を明らかにした。 

本論文は、先行研究が主観的な論調比較であったのに対して、David.H.Weaver および

Doris A.Graber 等の理論を応用しつつ、丁寧に政治過程を明らかにしている。さらに、

「楢崎事件」と「藤波孝生起訴」における読売新聞によるアジェンダ・セッティングが生

んだ世論の変化についての分析は、本論文最大の収穫であり、日本のメディア研究に一石

を投じるものである。同時に、日本政治研究におけるマスコミ・新聞メディアの意義につ

いても、明確な位置づけを与える研究となった。 

定性的・定量的分析による実証性も高く、審査員全員一致して本論文について合格とし

た。 

以上、審査の結果、本論文の著者は、博士(学術)の学位を授与されるに十分な水準があ

るものと認められる。 

 


